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ま　え　が　き

　本書は，筆者が筑波大学に在籍していた 12 年の間に受け持った講義と国内

外で行ってきた調査研究に基づいてまとめた「都市・建築と防災」に関する教

科書である。「都市・建築と防災」といっても，従来の専門書とは異なる。

　一般的に都市防災という専門分野があるが，それはあまりにも対象範囲が広

く，ややもすればあらゆる社会事象が都市防災の分野にくくられてしまう。と

いうのは，われわれの前には日常の都市社会があり，一度災害が発生したとき

にその社会を別の側面から見たものが都市防災の領域としてみなされるからで

ある。すなわち，日常の社会を細かく専門分化した結果が「医学」，「建築学」，

「土木工学」，「社会学」，「経済学」などの各学術領域であるならば，社会を別

の側面から見た都市防災の中にも「医学」，「建築学」，「土木工学」，「社会学」，

「経済学」の領域が存在するはずである。そういう考えのもとで，本書は都市

や建築の空間という視点から防災および都市リスク分野に焦点を当てて，都

市・建築空間計画学の世界を再構築しようという試みでもある。

　都市・建築計画分野の重要な文献の一つとして，ジークフリード・ギーディ

オンの『空間・時間・建築』が挙げられる。当初，この大著と似通ったタイト

ルを本書につけることに気が引けたが，筆者の思いを明確に表すために『建

築・空間・災害』とさせていただいた。

　本書は 3部構成となっている。

　まず，導入部となる第 1部「都市と災害」では，都市とは何か，そして都市

と災害の関係について焦点を当てていく。1章「建築・空間・災害」では，人

類の歴史の中で先人たちがどのように安心の思想を都市づくりに反映してきた

か，あるいはどのように防衛のための都市・建築空間を築いてきたかについて

俯
ふ

瞰
かん

する。そして，2章「進化する災害と都市のリスク」では，都市リスクを
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考える上での三つの要素，すなわちハザード，脆
ぜい

弱
じゃく

性，露出度と，現代の都市

を襲う脅威としての災害が都市の成長とともに進化してきたことを解説する。

　本書の要
かなめ

として第 2部「災害に対応した都市・建築空間」では，災害に対応

した都市・建築空間について具体的な事例を紹介しながら，その体系を展開し

ていく。まず，3章「日本の伝統的建築物群に見られる災害対応空間」では，

災害大国であるわが国の各地でつくられてきた土着的あるいは伝統的な空間を

紹介する。4章「災害に対応した都市・建築空間の考え方」では，災害に対応

した都市・建築空間の世界をどのように考えるべきかを「災害対応の循環体系 

（disaster life cycle）」という基本概念に基づいて述べる。5章「被害を抑止す

る都市・建築空間」，6章「緊急対応のための都市・建築空間」，7章「復旧と

復興の都市・建築空間」では，災害管理の各局面である「被害抑止」，「被害軽

減のための事前準備」，「災害時緊急対応」，そして「復旧と復興」において，

これまでにどのような空間が生まれてきたのか，国内外の事例を用いて解説し

ていく。第 2部の最後の二つの章では，都市と復興に焦点を当てている。8章

「都市と復興」では，都市形成の中で被災から復興までの過程がどのようにその

後の都市のアイデンティティに影響を与えてきたのかを，八つの復興都市を対

象として解説する。また，9章「都市の復興過程モニタリング」では，都市復

興をモニタリングする意義について，「都市復興戦略策定のための比較研究」と

「都市復興アーカイブズとしての記録の蓄積」の二つの視点から持論を述べる。

　第 3部「都市の未来を見据えて」では今後の都市に焦点を当てている。10

章「21 世紀の環境と都市」では，気候変動に関する政府間パネル （IPCC） によ

る報告に基づいて，現在抱えている地球温暖化の問題を取り上げるとともに，

今後われわれがしていかねばならないことについて述べ，総括する。

　本書では，災害対応の都市・建築空間の事例と考え方を数多く紹介してい

る。こうした事例が，これから都市防災を学ぼうとしている都市・建築計画系

分野の学生や現場実務者らに，少しでもお役に立てば幸いである。

　2013 年 7 月

 村尾 修　
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　1 .1　都市の風景から　　　1

図 1 .1　隅田公園と吾妻橋
（東京都）　

図 1 .2　都営白鬚東アパート群
（東京都）　　

1 　
建築・空間・災害

《 第 1部　都市と災害 》

1 .1　都市の風景から

　まず，以下の 3枚の写真を見ていただきたい。図 1 .1は東京スカイツリー

の出現に伴って新たな風景が創出された吾
あ

妻
づま

橋，図 1 .2は首都高速 6号向島

線を都心に向かう際に左側に目にする白
しら

鬚
ひげ

東地区の都営アパートの壁，そして

図 1 .3は表参道の名所である表参道ヒルズ界隈
わい

である。いずれも現代の東京

の風景として，人々に愛され，親しまれている場所である。

　「災害」と「都市・建築のデザイン」，一見無関係に見える二つのキーワード

だが，両者の間には時として切り離し難い関係が見られることがある。普段，

何気なく目にしている図 1 .1～図 1 .3 の風景も，実は東京で発生した災害後の

復興あるいは災害対策と深く関連している。コ
ロ

ナ
社



2　　　1 .　建築・空間・災害　

　大正時代，吾妻橋（図 1 .1）など隅田川に架かる橋
きょう

梁
りょう

は木造であった。

1923 年の関東地震の際の揺れにより崩壊し，火災から逃れようとする住民の

避難を困難なものにした。それらの橋梁は，震災後の帝都復興計画の中で，先

端的土木技術を用いた強靭
じん

な構造と個性的かつ美的な要素を持つ景観資源とし

て再建されたのである。また同計画の中で，再び東京で発生するかもしれない

延焼火災を防ぐために，都内に 3か所の大公園が設置された。そのうちの一つ

がいまでは花見の名所となった隅田公園であり，わが国初のリバーサイドパー

クとなった。

　都営白鬚東アパート群（図 1 .2）は，1970 年代に進められた白鬚東地区第一

種市街地再開発事業の中で地区の防災拠点として生まれたものである。関東地

震では，江東デルタ地帯と呼ばれる荒川と隅田川に挟まれた地区の南側の多く

が壊滅した。焼け残った北側は，江戸時代に形成された狭
きょう

隘
あい

道路と木造建築

が密集する地域であり，明治以降も区画整理の必要性が叫ばれていたが，思う

ようにことが運ばずに，地震による建物倒壊や火災延焼の危険性が高い地区と

して残されてしまっていた。しかしその後の高度経済成長の波に乗り，地区の

延焼火災を防ぎ，避難をする場として，1980 年頃にこの高層アパート群が出

現したのである。

　最後に表参道ヒルズ（図 1 .3）だが，これも帝都復興計画と関係がある。表

参道ヒルズは 2006 年に開業し，都内でも有数の洗練された場としていつもに

図 1 .3　表参道ヒルズ
　　（東京都）
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　1 .2　建築と風土と災害　　　3

ぎわっているが，以前この地には同潤会青山アパートがあった。同潤会アパー

トは帝都復興計画の中に位置づけられ，人々に質の高い近代的な生活を供給す

るために建設された鉄筋コンクリート造建築である。この地に建設された青山

アパートはやがて表参道の顔となり，周辺住民および観光客に長い間親しまれ

てきたのだが，老朽化が進んだため 2003 年に取り壊され，現在の表参道ヒル

ズへと建て替えられた。表参道ヒルズには，当時の面影を残すべく復元された

同潤会アパートの空間も組み込まれている。

　本節では都内の三つの事例を取り上げ，「災害」と「都市・建築のデザイン」

の関係について触れてきたが，もう少し掘り下げて「災害」と「都市・建築の

デザイン」，および「安全・安心」と「空間」の関係について述べていきたい。

1 .2　建築と風土と災害

　世界中の地域には固有の風土がある。古来，それぞれの気候や地勢に応じた

材料が調達され，個々の建築物あるいは構造物となり，それらが集まって地域

固有の集落形態を生み出すことも少なくなかった。ルドフスキー （B. Rudofsky） 

は著書『建築家なしの建築 （Architecture without Architects）』1）† の中で，その

ような地域固有のデザインを「風土的 （vernacular），無名の （anonymous），自

然発生的 （spontaneous），土着的 （indigenous），田園的 （rural）」と表現してい

る。例えば，日本のように雨が多く，湿度が高く，木々が生い茂る地域では，

建築材料として木材が選ばれ，架構形式の開放性の高い住宅が造られてきた

（図 1 .4）。また，エーゲ海に浮かぶサントリーニ島やミコノス島などの石灰を

用いた白い建物群も有名である（図 1 .5）。これらの地域では雨が少なく，わ

ずかな雨水を建築物等で濾
ろ

過
か

して地中に溜
た

め，生活水として利用するために，

外壁材として石灰が使われていたのである。

　地域固有の風土は当該地域の災害にも影響を与える。地震の発生は地球上の

　†　肩付き数字は，巻末の引用・参考文献番号を表す。
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4　　　1 .　建築・空間・災害　

プレートや活断層の位置と関係があり，その地球物理的な要素は地域の地勢に

も影響を与えている。また，気象に関する環境要素は，各地で台風，サイクロ

ン，ハリケーンなどをもたらし，地域の地形的な要素と絡みながら，地域に応

じた風水害を引き起こす。古来，こうした気候風土と密接に関係している災害

から身を守り，住まうことは，地域必須の課題であった。そのため，地域固有

の災害に対応した空間システムが各地で築かれていき，それが群としてのまと

まりを見せ，生活に根ざした特徴的な空間を生み出すこともあった。例えば，

白川郷（図 1 .6）などに代表される合掌造りの集落も，雪害に対応するために

生まれた空間である。また，アジアなどでよく見られる高床式住宅も，洪水に

よる浸水を防ぐための空間である。

図 1 .4　土浦まちかど蔵「大徳」の縁側
（茨城県）　　　　　　

図 1 .5　ミコノス島の白い街並
（ギリシャ）　

図 1 .6　白川郷の合掌造り（岐阜県）
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　1 .3　空 間 と 安 全 性　　　5

　このように，建築と風土，風土と災害，災害と建築はそれぞれ密接に関係し

ており，災害に対応した土着的な空間は，世界の各地で見られる。

1 .3　空間と安全性

 1 .2 節では，建築と風土と災害の関係について述べたが，ここではまた別の

視点で，都市・建築空間と安全性について述べてみたい。

　最古の建築書として知られる『ウィトルーウィウス建築書 （Vitruvius De 

Architectura）』2）には，住宅を造る際に「強さと用と美の理が保たれるように

なさるべきである」とある。この「強」，「用」，「美」は，それぞれ「安全性」，

「機能性」，「芸術性」と言い換えられよう。「建物を安全に造る」，「外力に耐え

られるように強く造る」ということはローマ時代にも建築設計の基本であっ

た。

　つぎに，都市に目を向けてみよう。1961 年に公表された世界保健機構 （World 

Health Organization, WHO） の住居衛生委員会第 1回報告書には，「人間らしい

生活を営むための環境の目標」として，以下の 4項目が挙げられている3）。

　◦安全性 （safety）　　生命・財産が災害から安全に守られていること。

　◦保健性 （health）　　肉体的・精神的健康が守られていること。

　◦利便性 （convenience）　　生活の利便性が経済的に確保されていること。

　◦快適性 （amenity）　　美しさ，レクリエーションなどが十分に確保されて

いること。

　ここで「安全性」は第一に挙げられており，人間生活を営む都市の中で不可

欠な要素であることが示されている。今日，自然災害を受けやすいわが国にお

いて，都市を災害から守る「都市防災」について議論することは決して珍しい

ことではない。しかしながら，災害に対応することだけが「都市を守る」こと

ではなく，敵からの攻撃に対応すること，すなわち「都市を護
まも

る」ことも歴史

的には都市の重要な機能の一つであった。
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6　　　1 .　建築・空間・災害　

1 .4　都市の安寧と防衛

1 .4 .1　安心できる都市

　古代最古の文明発祥地であるメソポタミアでは，前 3000 年頃に都市文明が

興ったとされている。以来，エジプト，インド，中国へと都市文化が伝播
ぱ

して

いった。かつてまだ世界がいまほど小さくなかった時代，人々が集って住まう

場所では，同じ言語を話し，同じものを食べ，同じ価値観，同じ宗教観，同じ

世界観を持った人々の存在は，安心を与える重要な要素であったはずである。

この社会の安寧を奪うものが，あるときは自然災害であり，あるときは遠方か

らやって来た言葉の通じない侵略者であった。古代ギリシャにおいて，この

「訳のわからない言葉を話す者たち（非ギリシャ人）」はバルバロイ （barbaroi） 

と呼ばれ，後の「barbarian（野蛮人）」の語源ともなっていった。

　先人たちは，古代から現代に至る世界中の各地で，心の平穏を得るために，

そして時には敵の来襲を防ぐために，都市・建築空間に対する工夫を施してき

た。ここでは，都市もしくは建築空間が都市の防衛とどのようにかかわってき

たのかを，いくつかの事例を取り上げながら，歴史的な変遷の中で示していき

たい。

1 .4 .2　風水思想による都市の空間形成4）

　古代中国では天球の東西南北を，「東宮」の青
せい

龍
りゅう

，「西宮」の白
びゃっ

虎
こ

，「南宮」

の朱
す

雀
ざく

，「北宮」の玄
げん

武
ぶ

の四つの神に見立てていた。また，大地には龍脈が走

り，それが隆起して山々を形成すると考えられていた。龍脈とは，崑
こん

崙
ろん

山から

発せられる気の経路であり，大地の表面を起伏しながら連なって走る山脈であ

る。また陰陽の思想では，軽く澄んだ陽気は上に昇って天となり，重く濁った

陰気が下に降りて凝結したものが静なる大地であり，流動する状態となったも

のが川であった。

　天・地・人の三者の調和を目指した風水の思想では，この天球の位置が地に
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も反映され，その間に理想としての都市空間が形成されていくと考えられてい

た。そして，そのような場所こそが，風水害を避け，生産性の高い環境を生み

出す場であるとされていた。

　風水思想において理想的な地形とは，「気」が風により逃げないように山に

囲まれ，「気」が水により隔てられて止まるように川がある地であった。これ

を「蔵風納水」という。

　地形の構造（図 1 .7）としては，縦軸に北の最も高い山から南に開けた山と

なる「主
しゅ

山
ざん

─坐
ざ

山
ざん

─案
あん

山
ざん

─ 朝
ちょう

山
ざん

」という山列を成し，東西軸には左右対称

の山があり，景観のバランスのとれたものを良しとしていた。この東西南北の

山を四
し

神
しん

，すなわち「青龍」，「白虎」，「朱雀」，「玄武」に見立て，その中心に

都市を形成したのである。四方を囲われた古代の都
と

城
じょう

の空間は，風水の思想

を具体化しただけでなく，外部の敵から都城を防衛するという意味でも有効で

あった。

図 1 .7　風水の地形構造

西：白虎

北：玄武

南：朱雀

東：青龍

朝山
水口山
すいこうざん

明堂
めいどう
龍穴

坐山

主山 祖山

皇城

　こうして生まれた古代都城の空間は，長安，洛陽，南京，北京はもとより，

台湾，朝鮮半島へと伝播し，やがてわが国の藤原京，平城京，長岡京，平安京

などの都市にも影響を与えることとなった。
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